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研究成果の概要（和文）：死後冠動脈造影検査を実施した症例で、病理組織学的検索のみでは困難な部位の血栓
塞栓を発見することが可能であった事例や、冠動脈解離の所見を発見することが可能であった事例を経験した。
また、高度腐敗によって肉眼による解剖所見の評価が困難である症例において、死後冠動脈造影検査を実施する
ことで、冠動脈の狭窄所見を容易に描出することが可能であり、死因究明に有用な検査であることが実証でき
た。
さらに、以前は冠動脈の石灰化と内腔に満たされた造影剤とを画像上識別困難であることがあったが、造影剤の
構成成分の比率を調整することによって、それらを明瞭に区別することが可能となり、より一層の診断精度向上
につながった。

研究成果の概要（英文）：There were cases that demonstrated the further usefulness of coronary 
postmortem computed tomography angiography (coronary PMCTA). I experienced cases in which it was 
possible to detect thromboembolism in areas that were difficult to detect by histopathological 
search alone.
Besides, in some cases, it was difficult to evaluate the findings of coronary artery stenosis 
macroscopically because the post mortem changes had advanced. Coronary PMCTA was performed in such 
cases, and the findings of coronary artery stenosis could be easily visualized. Coronary PMCTA has 
proven to be a useful examination in determining the cause of death.
In addition, it was previously difficult to distinguish on imaging between calcification of the 
coronary arteries and lumen-filled contrast agents. However, by adjusting the ratio of the 
components of the contrast agent, it was possible to clearly distinguish between them, leading to 
further improvement in diagnostic accuracy.

研究分野： 法医学

キーワード： PMCT　死後画像検査　死後冠動脈造影検査　法医学　心臓性突然死

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
冠動脈疾患の診断に有用とされている死後冠動脈造影検査を冠動脈疾患以外の疾患の診断に応用させることは、
死後冠動脈造影検査をより有意義な検査にするとともに、突然死の診断および病態解明に重要であると考えられ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年、法医学領域における死後画像検査は、解剖検査を互いに補完する検査として、重要な

役割を担っている。法医解剖では内因性急死(いわゆる‘突然死’)の症例を扱うが、多くの突然死の

原因となる急性冠症候群の事例において、非造影死後 CT では、冠動脈内の血栓塞栓や心筋の虚

血という直接所見を検出できない。そこで、主に冠動脈内の血栓塞栓を検出する目的で死後冠動

脈造影検査が注目されている。責任病変の局在を非破壊的に検出し、証拠保全ができるという点

においても、同検査の法医学への適応が期待されている。一方で、死後血管造影の研究はまだ始

まったばかりで、死後冠動脈造影検査と病理組織学検査の所見の対比について未だ十分に検討

されていないこと等、検討すべき課題は数多く残っている。 

申請者の施設では、死後冠動脈造影検査法を考案

し、法医解剖に利用してきた(Takei H, et al. Leg. Med. 

(Tokyo) 2018; 30:46-51) 。その方法は以下の通りであ

る(右図参照)。①解剖時に摘出した心臓の冠動脈に造

影剤を注入、②心臓をホルマリン固定、③群馬大学大

学院医学系研究科 Ai センターにおいて心臓の CT 撮

影、④3 次元再構成画像を構築し、画像上で冠動脈の

網羅的検索を行う。得られた画像所見と病理組織学的

所見の対比を実施し、新たな知見を習得・蓄積すると

ともに、多角的な心臓病変の診断を実施している。 

死後冠動脈造影検査は冠動脈疾患の診断に有用とされているが、症

例を蓄積する中で、死後冠動脈造影検査で冠動脈以外の所見も捉えら

れる可能性が生じてきた。 

右図は申請者の施設から報告された症例の 3 次元再構成画像である

(Takahashi Y, et al. Leg. Med. (Tokyo) 2016; 19:47-51) 。死後冠動脈

造影検査で左冠動脈前下行枝の狭窄が判明し(▽印は狭窄部位) 、病理

組織学的検査から、粥腫破綻に基づく左冠動脈前下行枝狭窄による急性

心筋梗塞と診断された。既報と同様に、冠動脈疾患の診断に死後冠動脈

造影検査が有用であることが示された。 

 

一方で、下図は申請者の施設からの別の報告症例の 3 次元再構成画

像である(Takei H, et al. Leg. Med. (Tokyo) 2018; 30:46-51) 。 

A) 閉塞性肥大型心筋症：非対称性の中隔肥大を伴う左心室の心肥大及び左心室流出路

の狭窄と高位中隔の心筋壁内の豊富な造影血管像を認める。 

B) 急性心筋炎：左心室の心筋壁内の造影剤の拡散促進を認める。 

C) 左冠動脈起始異常：右 Valsalva 洞から起始する左冠動脈を認める。 



このように、当施設では、死後冠動脈造影検査が冠動脈疾患以外の疾患の診断に有用であっ

た事例を経験している。従って、冠動脈疾患以外にも、死後冠動脈造影検査で有用な所見が得

られる疾患の存在が示唆された。これを踏まえての本研究課題の核心をなす学術的「問い」は、

「冠動脈疾患以外の疾患の法医(死後)診断に死後冠動脈造影検査の有用性はあるか」であり、

それに関して法医診断学的手法を用いて立証する必要があると考える。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、申請者の施設で死後冠動脈造影検査を実施した症例において、画像所見と

病理組織学的所見を集積し、それぞれの所見の対比を十分に検討することで、死後冠動脈造影

検査の有効性や更なる死後冠動脈造影検査の適応疾患の拡大について検討することである。さ

らに、死後冠動脈造影法の改良を探索した上で、死後冠動脈造影検査の新たな利用法を考案す

ることである。主に冠動脈内の血栓塞栓を検出する目的で考えられた従来の死後冠動脈造影検

査の概念を超える利用法の考案を検討している。 

 
３．研究の方法 
(1) 死後冠動脈造影検査の更なる適応疾患の拡大の検討 

① 画像所見と病理組織学的所見の対比の集積 

これまでの症例及び研究期間における死後冠動脈造影検査を実施した症例に関して、画像

所見と病理組織学的所見を集積し、死後冠動脈造影検査の新たな適応病態を示す。 

② 死後冠動脈造影の有用性に関する後ろ向き検討 

死後冠動脈造影検査の法医診断への有用性について、個々に抽出し、概括する。 

③ 死後冠動脈造影における側副血行路の描出による生前の心臓の血行病態の評価 

冠動脈に高度狭窄が起きた際に虚血部位の循環を改善するために出現する側副血行路の評

価は生前の心臓の血行病態の把握には欠かすことができないが、肉眼では十分な検索が困

難であることが多いため、死後冠動脈造影検査を用いた評価が有用であると考える。 

(2) 死後冠動脈造影法の改良の探索 

① 最適な造影剤の選択 

② 造影剤の注入装置及び注入方法についての改良 

③ 3 次元再構成画像構築の質の向上(主に側副血行路の新たな描出法の開発) 

(3) 死後冠動脈造影検査の新たな利用法の考案 

① 死後冠動脈造影検査のデータを用いた 3 次元プリンターによる心臓モデルの作製 

遺族、臨床医、司法関係者、法曹関係者等に対する死者の病態を説明する際や、医学生やコ

メディカルに向けた医学教育、裁判員裁判等で使用することを検討している。 

 
４．研究成果 

本研究を実施していく過程で、先に得られた知見に加えて、更なる死後冠動脈造影検査に有

用性について示された症例があった。 

死後冠動脈造影検査を実施した症例で、病理組織学的検索のみでは困難な部位の血栓塞栓

を発見することが可能であった事例や、冠動脈解離の所見を発見することが可能であった事例

を経験し、関係学会等で発表することができた。 

また、法医解剖においては死後変化が進行した事例も対象になるが、そのような事例におい

て、死後変化によって肉眼による解剖所見の評価が困難である場合が存在するが、その際に死

後冠動脈造影検査を実施することで、冠動脈の狭窄所見を容易に描出することが可能であり、



死因究明に有用な検査であることが実証できた。 

さらに、以前は冠動脈の石灰化と内腔に満たされた造影剤とを画像上識別困難であること

があったが、造影剤の構成成分の比率を調整することによって、それらを明瞭に区別すること

が可能となり、より一層の診断精度向上につながった。 

現在は、死後冠動脈造影検査を実施した事例に加えて、過去に申請者の施設で冠動脈造影検

査を実施した症例に関して、後ろ向き検討を実施することで、死後冠動脈造影検査の法医診断

への有用性について更なる検討を行っている。加えて、造影剤の種類や造影方法に関して更な

る検討を行い、より信頼度の高い検査にすることを目標としている。 
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